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熊本市障がい者自立支援協議会相談支援部会 

～くまもと発、新たな情報発信と情報共有のために～ 

　計画相談空き情報システム 

   「 相談Plug（プラグ）」のご提案 



計画相談を受けたくてもどこにお願いすればよいのか困った方がいます 

事業所の増加	


計画相談の 
完全実施 

（平成27年4月）	


約２年間で 
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計画相談を受けたくてもどこにお願いすればよいのか困った方がいます 

知って	

いる	


39% 

知らない	


61% 

相談支援の認知度（現在）	


（熊本市障がい当事者アンケートH26.7～8実施分） 

情報が 
分かりづらい	


？



計画相談の 
空き状況は？ 

自宅から近い
事業所は？ 

どこを紹介 
すれば？ 

どこを 
選べば？ 

計画相談を受けたくてもどこにお願いすればよいのか困った方がいます 

もっと事業所を
知りたい？	




l  地域に合わせた情報インフラ整備 
l  ネット上で空き情報が確認（STEP①相談支援事業所・区役所・医療機関・福祉施設、 

STEP②一般公開）→地域移行も今よりスムーズにおこなわれる 
l  支援者の手間の軽減→より必要な仕事に専念 
l  相談支援事業所の認知度39.2％→60％（H30目標） 
　　→障がい者にとって暮らしやすい街34.0％→45％（H30目標） 

ご提案：「暮らすLife」の情報サイトで、みんなで情報共有！ 

空き情報の確認	


支援者の手間を軽減	


知っている	


60% 

知らない	

40% 

相談支援事業所の認知度（平成30年目標）	


認知度
UP！ 
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ご提案：「暮らすLife」の情報サイトで、みんなで情報共有！ 

認知度
UP！ 



総合的な相談支援の充実 

当事者の意思決定の
参考になる 

情報インフラの提供	


情報への 
アクセシビリティ 
の向上	


適切なタイミングで 
適切な支援が 
受けられる 
まちづくり	


「質問コーナー」で 
情報交換 

相談支援専門員の 
スキルアップ 

障がい福祉計画 
（第4期） 
の目標達成 

※様々な効果が考えられます 



障がい者にとって暮らしやすいまちへ 

「暮らしLife」は、障がい当事者の方の 

「多様な社会参加」への一助になりたいと考えています。 

はい	

45% 

いいえ	

55% 

暮らしやすさ（平成30年目標）	


はい	

34% 

いいえ	

66% 

暮らしやすさ（現在）	




情報公開への２ステップ（希望する案） 

•  相談支援事業所 
•  区役所 
•  医療機関 
•  福祉施設　など	


•  一般公開 

福祉施設や医療機関からの地域移行も、 

よりスムーズにおこなわれることを期待します。 

STEP① STEP② 



計画相談空き情報システム「名称：相談Plug（プラグ）」 

＊計画相談の空き情報、事業所の基本情報、所在地（マップ）などを可視化す
ることで、必要な人に必要な情報を届けるシステムです。 

インターネットによる情報公開は、様々な人たち
（当事者・家族・支援者）に恩恵をもたらします。 



各事業所の担当者が情報入力 

※各事業所の担当者が入力することで、いつ
でも、どこでも、リアルタイムな情報更新
が可能となります。 

 

初回登録の際に一度、入力を済ませておけ
ば、次回からは変更箇所の修正作業だけで
済みます。 

 

例えば、更新作業が滞っていた場合には、
メール通知で入力作業を促す仕組みです。 

事前に配布した「ID（アカウント）とパス
ワードによって、システムにログインする
ことができます。 



相談員のための質問コーナー（非公開） 

※相談員が業務上、分
からないことがあっ
ても、質問コーナー
に投稿することで、
他の相談員から助言
をもらい、課題解決
が可能となります。 

データ	


情　報	
 知　恵	


知　識	


ナレッジ共有	



